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つながる ～本にまつわる様々な取り組み～ 

■ レファレンスコーナー 

■ 児童コーナー わかば通信 

■ 岩手県内図書館紹介 

■ 図書館掲示板 
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県立図書館に寄せられたレファレンスの事例を紹介します。 

 

美容師の方からの質問です。華やかに着飾った子どもたちがにぎやかに参拝するお稚児さん参り。その

化粧の時、額の点について尋ねられることがあるので、由来や意味を是非知りたいとのことでした。 

 

〔回 答〕 

民俗関係資料によると、子どもの額に点をつける風習は東北地方をはじめ広く各地で行われており、お

宮参りや初めて外出する時に額に印を付けるところなど、お祭り以外でも見られます。地域や家によって

も相違があり、「八」や「犬」の文字、「×印」を書く場合もあるようです。 

この風習は『日本大百科全書 １』によると、「アヤツコ」「ヤスコ」等と呼ばれ、江戸時代にはすでに

行われていたそうです。『日本民俗大辞典 上』では、子どもの成長を祝い健やかに成育するようにという

意味を込めた習俗とされています。また、『日本民俗事典』や『日本の神仏の辞典』では、魔よけのため

のまじないとしています。 

美しく着飾って化粧をした稚児は神聖な存在で、『祭・芸能・行事大辞典 下』では、稚児は神霊が憑依

する「ヨリマシ」となると考えられていると記述されています。 

何気なく見ている季節の行事にこのような由来があることがわかると、お祭りを更に楽しむことができ

そうですね。 

キーワード：化粧 稚児 祭り 

〔調査プロセス〕 

1. 化粧関係資料をブラウジングしたが、記述を確認できなかった。 

2. 民俗・風習や年中行事、神道関連資料を確認。 

3. 百科事典でも「アヤツコ」について確認。 

4. レファレンス協同データベースを確認。 

 

※このレファレンスの詳細は「レファレンス協同データベース」で公開しています。是非ご覧ください。 

「レファレンス協同データベース」 http://crd.ndl.go.jp/reference/ 

Ｑ．稚児行列に参列する子どもの化粧について、額の点の意

味や由来を知りたい。 

【参考文献】 （ ）内は当館請求記号 

1. 『日本大百科全書 1』 小学館 1984（R/031/ﾆ 10/1-1） 

2. 『日本の神仏の辞典』  大修館書店 2001（R/162.1 /ﾆﾎ） 

3. 『日本民俗事典』 弘文堂 1978（R/380.3/ｵ 2/1 ｲ) 

4. 『日本民俗大辞典 上』 吉川弘文館 1999（R/380.33/ﾆﾎ/1） 

5. 『日本を知る事典』 社会思想社 1980（R/382.1/ﾆ 8/1） 

6. 『祭・芸能・行事大辞典 下』 朝倉書店 2009（R/386.1/ﾏﾂ/2） 

7. 『神事の基礎知識』 藤井 正雄∥編著 講談社 2001（176 /ﾌｼﾞ） 

8. レファレンス協同データベース 『稚児行列に参列する子どもの化粧の仕方を知りたい』 
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そして… 
投票の結果、 
チャンプ本が決定！ 

発表が終わったら、発表した内容について
3 分間のディスカッションタイム。発表さ
れた内容でもっと知りたいことなど質問が
飛び交いました。 

全員の発表とディスカッションが終わった
ら、どの本が読みたくなったかバトラー、
オーディエンス全員で投票します。 

 

チャンプ本には

冠がつけられる

のじゃ 

発表者は順番に本の紹介をします。 

一番印象に残っ

ているのはなん

ですか？ 

「ビブリオバトル」をご存知ですか？ 「知的書評合戦」とも呼ばれ、ゲーム感覚を取り入れた新し

いスタイルの「書評合戦」です。県立図書館ではこどもの読書週間に合わせ、今年 4 月 30 日にビブリ

オバトルを開催。本番に先駆け「ビブリオバトルってどんなことをするの？」というお友達のために、

4 月の毎週日曜日に「やってみよう！ミニ・ビブリオバトル」を開催しました。スタッフは発表者（バ

トラー）として、子どもたちは観覧者（オーディエンス）として参加してもらいました。もちろん、オ

ーディエンスではなくバトラーとして参加してくれた子どもたちもたくさんいましたよ。 

ビブリオバトルの発

表時間は５分間だ

けど、ミニ・ビブリオ

バトルの発表時間は

３分間なんだよ！ 

そうですね、印象に 

残っているのは… 

私が、今日紹介する本は… 

紹介された本は  

児童コーナーに展示しました。 

まず、発表者は自分が読んだこ
とのある本の中から、紹介した
い本を持ち寄ります。 



12 

 

 

 

 

 

 

図書館名 大槌町立図書館 

 

所在地 

〒028－1117 

岩手県上閉伊郡大槌町末広町 1 番 15 号 

大槌町文化交流センター ３F 

TEL 0193-42-7226 ／ FAX 0193-27-5183 
http://www.town.otsuchi.iwate.jp/gyosei/docs/2018030500016/ 

施
設
の
概
況
と
利
用
状
況 

開 館 平成 30 年 6 月 10 日 

延べ床面積 2216.99 ㎡（うち図書館部分 413.17 ㎡） 

構 造 木造、地上 3 階建 （図書館は 3 階部分） 

蔵 書 数 65,456 冊 （平成 30 年 3 月末時点） 

登 録 者 数 1,506 人 （平成 30 年 3 月末時点） 

利 用 者 数 
2,476 人 
※平成 29 年 12 月 2 日城山図書室閉室時点［平成 29 年度数値］ 

図書館の特徴 

・町の中心部に立つ複合施設を構成する一部門として開館。大槌町および岩手県産材の木材を使用した純木造の

3 階建てで 3 階部分が図書館という、現時点（2018 年 9 月）では日本初となる建物です。今後起こり得る災

害や水害等に備え、資料が守られる場所として最上階の 3 階へ図書館が設置されました。 

・「災害復旧」ということから、延床面積は 413.17 ㎡と、被災した図書館の面積と同規模となっています。小さな図書

館ですが最上階は柱の無い空間となっており、圧迫感が軽減されています。大きな窓から入る日差しと木の香りが

漂うぬくもりのある環境となっています。 

・仮設図書室の時から継続して収集している、郷土資料や東日本大震災資料をコーナーとして別置配架し、複合施

設２階の震災伝承展示室と併せて震災の記録を知ることができます。 

主な事業など 
〇季節や話題に応じた展示  ／  〇ブックスタート 

〇読み聞かせ会 毎月第 3 土曜日開催  ／  〇ペーパークラフト教室 毎月第 1 土曜日開催 

開館にあたって 

東日本大震災津波により被災した図書館の再建が、平成 30 年 6 月に果たされました。 

図書館再建までは、仮設図書館として「城山図書室」を開館し町民へサービスを行ってきましたが、復興工事で大型

車両が行き交い常に変化する道路状況もあり、「誰でも気軽に立ち寄れる図書室」とは言い難かったように感じます。新

館開館準備のために平成 29 年 12 月に城山図書室を閉室。6 年間の来館者数は城山図書室 1 万 7720 人、移

動図書館 7465 人の合計 2 万 5185 人でした。 

図書館開館後は、近隣市町村からも利用者が訪れ、乳幼児を連れた家族やこれまで少なかった中高生の利用も増

加しています。また、複合施設として震災伝承展示室もあることから、観光目的で訪れる方の姿もうかがえます。一日の

平均来館者数は、仮設図書室開館時より最大で約 17 倍に増えており、開館から約２カ月で来館者数がのべ１万人

を超えました。 

小さな町の小さな図書館ですが、新しく開館した図書館への興味関心、期待の高さを実感しています。今後とも利用

者の期待に応えるべく、誰もが利用しやすく、親しみある町民の居場所となるよう努力していきたいと思います。 

岩手県内各地の図書館を紹介いたします！ 
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ねこ館長むぎ の 出勤レポート 

奥州市立胆沢図書館に勤務する「ねこ館⾧」の“むぎ”。新聞でもその仕事ぶりがたびたび取

り上げられ、猫好きの図書館員たちをメロメロにしています。今回は、胆沢図書館に行かな

ければ見られない館⾧のお仕事ぶりを特別に寄稿していただきました！ 

 
 

 

猫本コーナー「猫ノ図書館」では、7/14 から 9/2 にかけ、夏の

スペシャルイベント“辰巳出版創業 50 周年記念＆新刊発売記念

「岩合光昭『ネコおやぶん』パネル展」”を開催しました。7/14

は開催初日ということで、ねこ館⾧「むぎ」がイベントを盛り

上げるためと自身もパネル展を

見るため、午後 1 時 30 分頃来館

しました。 

 

 

しばし、くつろぎ、利用者さんと触れ合ったり、ファンサー

ビスをした後は、地元新聞社による取材にも対応します。 

地元新聞社取材対応中の様子。 

記者「むぎ館長、目線こちらでお願いします。」 

むぎ「・・・こんニャ感じ？？（緊張するし）」 

 

  

 

取材も無事終わり、館内を巡回し、書架でひと休み 
 

「フー、なかなかねこ館長もラクじゃニャい。」 

 

 

 

 

 

  

まずは、ヒト館⾧へご挨拶 

ボクもこんニャ風に

「ネコおやぶん」みた

くなれるかニャ～？ 

むぎ館長は、岩合さんのパネルを館長席か

らじっと見つめていました。 

挨拶終了後は、いつもの定位置で
くつろぎます。 

①

②

③

④
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午前 10 時 30 分頃、胆沢図書館 猫本コーナー「猫ノ図書館」のねこ館⾧ むぎが出勤してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

しばしの撮影＆ふれ

あいタイムをこなす、

むぎ館⾧。 

休憩中の様子を撮影しようとすると… 

むぎ館長「ちょっと今休憩中ニャンだけど

（ギロンチョ）。」 

（館⾧、ゴメンナサイ。） 

むぎ館⾧の出勤レポートは、奥州市の facebook

アカウントに掲載されています。ねこ館⾧の活動

の様子をぜひのぞいてみてください。 

https://www.facebook.com/oshucity/ 

ママに励まされ、再び

館⾧職をこなそうと

する、むぎ館⾧。 

中学生の女の子たち

に「カワイイ～♪」と

なでられまくる、むぎ

館⾧。 

むぎ館長「…。」 

館長の役割のひとつ、「館内の巡

回」をしようかニャ？ 

今度は上にのぼろうかニャ？？ フムフム…本が倒れていたり、ゴミが

落ちてニャいかな？ 

（利用者に見守られながら黙々仕事をこな
す、むぎ館⾧。） 

ねぇねぇ、ちょっと
休憩したいんだけ
どー… 

ひょっこりにゃん！ 

① ② ③ 

④

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 
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はじめに、今回の特集記事「つながる ～本にまつわる様々な取り

組み～」に関して、お忙しい中ご寄稿いただいた各代表の皆様、図書

館様へ御礼申し上げます。おかげさまで無事、第 183 号を発行する

ことができました。 

今回の記事で採り上げた場所以外にも、各地の地域文庫をはじめ

として、県内には地域に根差しユニークな活動をされているところが

数多くございます。今回は「読書」以外の場ともなっているところを

中心に特集させていただきましたが、この他の団体等につきましても、

号を改めて紹介させていただきたいと考えております。 

図書館だけをとってみても、広い岩手県で各館が様々な活動を行っています。

一部は新聞やニュースなどのメディアを通じて拝見することができますが、す

べての活動を網羅し取材することはなかなか難しいと痛感します。 

各館で活躍されている図書館職員の方のリレートークなども検討していると

ころです。県内の図書館職員が一堂に会する機会が希少なため、紙上での情報

交流ができたらと思います。 

 

［編集担当：岩手県立図書館 企画広報課］ 

編集後記 
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